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＜概要＞
バイエル-シェーリングのHilligらは、MorphoSys社の人工抗体ライブラリ(HuCAL)

から見いだされた近赤外蛍光色素テトラスルフォシアニン(TSC)に対する抗体
MOR03268について、TSCとの複合体の結晶化に成功し、結晶の特徴や、構造解析
の結果等を報告しました。

TSCは同社が開発を進めている臨床検査用蛍光色素で、TSCを標的部位に輸送す
るためには、TSCと標的マーカーを仲介する分子が必要です。このため、遺伝子操作
が容易なHuCAL抗体から抗TSC抗体を見いだし、同じくHuCALから抗マーカー抗体
を見いだしてbi-specific抗体を作製することは非常に有意義であると考えられます。
筆者らはHuCALからTSCに対する抗体MOR03268 （Kd=0.6nM）を見いだし、TSC

との複合体の結晶３種類の作製に成功しました。TSC単体の結晶は不安定で、すぐに
加水分解が起こりますが、MOR03268との複合体の結晶においてはTSCの分解が抑
制され、MOR03268との結合がTSCの安定化に寄与することが示唆されました。また、
３つの複合体結晶のうち２つについてはX線照射で十分な回折が見られ、構造解析の

結果が報告されています。
＜本研究成果は以下の論文にて報告されています。＞
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